
（１）どっぷり高知旅キャンペーンのバージョンアップ
　　

　①　中山間地域で長期滞在できる地域づくり
　　　中山間地域での長期滞在を一層推進していくため、民間事業者等が分散型ホテル（複数棟）を整備
　　する事業について、新たに支援制度を設け、後押ししていく。

　②　「ドラマが生まれる場所 高知」を前面に打ち出した誘客
　　　ドラマ終了後も、県外のゆかりの地との関係を深めていくことで、効果を継続させる。また、
　　「らんまん」「あんぱん」を生み出した史実のドラマ、全国的に評価の高い食や地元の人々との交流
　　から生まれるドラマなど、「ドラマが生まれる場所 高知」の魅力を訴求し、どっぷり体験をしっかり
　　売っていく。

（２）よさこい高知文化祭２０２６との連動
　　

　①　夜間イベントやナイトツアーの開催
　　　国文祭期間中は、多くの県外観光客がお越しになることから、長く滞在し、
    高知をより楽しんでもらうことで、リピーターになってもらう。

　②　平日宿泊キャンペーンの実施
　　　県内の宿泊施設や観光施設における、平日ならではの取組※をまとめて、県内外に発信
　　　　　※　例　宿泊施設　平日限定メニューの提供

　　　　　　　　　観光施設　平日のみ特別展示、学芸員による案内

　③　誘客・周遊促進策
　　　こうち旅広場（JR高知駅南側）において、戻りがつおなど旬の食材をテーマとする食イベントを実施。
    龍馬パスポート施策を活用し、国民文化祭に関連する観光施設への周遊を促す企画を実施

（３）ホテル増加（客室の増加）への対応
　

　①　旅行需要の平準化（年間を通じた底上げ、閑散期対策）
　　　大手旅行雑誌の調査(R7)で、「地元ならではのおいしい食べ物があった」部門で第１位を獲得(８年
　　ぶり８回目）。季節ごとの旬の食材を生かしたメニューの提供などにより、年間を通じた旅行需要の
　　底上げや閑散期対策を進め、旅行需要の平準化を図る。

　②　宿泊業の人材確保
　　　移住施策やノウハウを持つ企業との連携により、県内外の正規・非正規職員の確保の取り組みを強化

　③　宿泊業の基盤となる業務の支援
　　　リネン業者は現在でもフル稼働であり、人手不足の状況でもあることから、宿泊業の基盤となる業務
　　の省力化、効率化に資する取り組みを支援

（４）その他
　

　①　インバウンド・アウトバウンド（特に台湾）の拡大に向けた強化施策の検討
　　　令和８年秋の高知龍馬空港国際ターミナルビルの一部供用開始に向け、台湾便の増便や新たな航路
　　誘致、個人旅行の強化に取り組みインバウンド誘客を促進する。
　　　併せて、アウトバウンドを促進し、搭乗率の安定化を図り航路の維持・拡大につなげていく。
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 令和８年度のどっぷり高知旅キャンペーン（３rdシーズン）

　＜参考＞　令和８年（2026年）　高知県関係の主なトピック　

○　よさこい高知文化祭　　10/25（日）～12/6（日）　

○　高知龍馬空港 新ターミナルビル  一部供用開始  秋予定

 ○　五台山新展望台「ソラミアン」    春頃オープン予定

 ○　須崎市スケートパーク 　 春頃供用開始　予定

 ○　室戸岬観光拠点施設 　 年内オープン予定

○　その他、節目となるできごと 等

＜施設＞

　・　やなせたかし記念館 アンパンマンミュージアム         ３０周年

　・　県立のいち動物公園                                          ３５周年

　・　県立坂本龍馬記念館　                                        ３５周年

　・　県立歴史民俗資料館                                          ３５周年

　・　海洋堂ホビー館・かっぱ館　                                 １５周年

　・　桂浜水族館                                                      95周年

＜イベント等＞　※今年の回数からの推測であり、実施が確定しているものではない

　・　土佐赤岡絵金祭り　　                                         第５０回

　・　まんが甲子園　                                                 第３５回

＜その他＞

　・　坂本龍馬像（桂浜公園内）                                    98周年

※ 2027年は、中浜万次郎（1827～1898）　　　　　生誕200年

どっぷり高知旅キャンペーン（４年間）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度

１年目
ＣＰスタート

２年目
あんぱん

３年目
国民文化祭

４年目
ＣＰファイナル

　目指す方向性

   ・　長期滞在、リピーター化の促進
　 ・　インバウンドの推進
　 ・　旅の目的地化

どっぷり高知旅キャンペーン ３ｒｄシーズンの方向性

「ドラマが生まれる場所 高知」を前面に打ち出したプロモーションの主なテーマ

食 文化 朝ドラの舞台

　分野を代表する目標（Ｒ９）
 ・　観光消費額　　　　　1,389億円
 ・　県外観光客人泊数 563.9万人
 ・　外国人延べ宿泊者数    １７万人

「地元ならではの おいしい食べ物
があった」（じゃらん）　１位（８度目）

おいしい食に秘められた生産者や、
料理人のこだわりにはドラマがある

よさこい高知文化祭２０２６開催
• 連続テレビ小説「らんまん」・
• 「あんぱん」背景

ドラマ

背景

ドラマ
偉人たちの功績や、伝統文化
を受け継ぐ地域の想い

資料５

背景

ドラマ
モデルとなった、やなせたかしさん・
牧野富太郎博士の足跡


